
第
三
回
定
例
会
（
８
月
2
５
日
～
９

月
２
９
日
）
は
、
市
民
会
館
の
建
て
替

え
の
入
札
不
調
や
、
阪
神
高
速
大
和
川

線
の
工
事
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
行
政
側

の
課
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
私
た
ち

議
員
側
の
自
覚
と
責
任
が
問
わ
れ
る
議

会
だ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
一
つ

は
維
新
の
会
が
提
案
し
た
、
職
員
の
政

治
活
動
を
制
限
す
る
条
例
で
す
。
こ
れ

は
過
去
に
否
決
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

そ
れ
を
修
正
も
せ
ず
、
ろ
く
な
質
疑
の

準
備
も
な
く
再
提
出
に
踏
み
切
り
ま
し

た
。
こ
の
様
子
は
9
月
4
日
付
の
私
の

ブ
ロ
グ
に
も
書
き
ま
し
た
し
、
議
会
の

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
動
画
が
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

多
く
の
方
が
、
そ
の
姿
勢
に
疑
問
を
抱

く
は
ず
で
す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
が
、

維
新
の
会
の
二
人
の
議
員
に
よ
る
、
政

務
活
動
費
の
不
正
使
用
問
題
で
す
。
10

月
末
時
点
で
議
会
に
よ
る
調
査
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
問
題
が
注
目
さ
れ
て
か

ら
一
か
月
以
上
、
本
人
ら
が
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
１
９
７
７
年
堺
生
ま
れ
、
堺
育
ち

●
妻

長
女
５
才

長
男
３
才

次
男
０
才

●
堺
市
立
錦
小
学
校

●
堺
市
立
殿
馬
場
中
学
校

卒

●
大
阪
府
立
三
国
丘
高
校

卒

●
神
戸
大
学
法
学
部

卒

●
元
・
半
導
体
商
社
社
員

●
元
・
衆
議
院
議
員
政
策
担
当
秘
書

●
元
・
堺
市
長

政
務
秘
書

●
２
０
１
５
年

堺
市
議
会
初
当
選

無所属
３７才

課
題
山
積
の
第
三
回
定
例
会
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問
わ
れ
る
議
員
の

自
覚
と
責
任

地
道
に

着
実
に

誠
実
に

議
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
頼
ら
な
い
、
地
道

な
議
会
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
も

そ
ん
な
思
い
で
、
今
議
会
も
、
文
教
委

員
会
の
質
疑
に
臨
み
ま
し
た
（
裏
面
参

照
）
。
例
え
小
さ
な
こ

と
で
も
、
当
事
者
に
と

っ
て
は
大
き
な
問
題
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
市
民
目
線
で
、
そ
の

一
つ
一
つ
に
し
っ
か
り

応
え
て
参
り
ま
す
。

視
察
レ
ポ
ー
ト

歴
史
と
文
化
と
図
書
と

赤
レ
ン
ガ
の
古
い
建
物
（
上
）
と
、

緑
に
囲
ま
れ
た
古
民
家
（
下
）
。
こ
れ

は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

上
は
東
京
都
北
区
の
中
央
図
書
館
。

旧
陸
軍
の
倉
庫
を
活
用
し
て
建
て
ら
れ

た
も
の
で
す
。
下
は
東
京
都
三
鷹
市
の

「
星
と
森
と
絵
本
の
家
」
と
い
う
、
絵

本
の
図
書
施
設
で
す
。
国
立
天
文
台
の

旧
官
舎
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
も
の
で
す
。

北
区
中
央
図
書
館
は
、
赤
レ
ン
ガ
倉

庫
の
外
観
や
梁
、
柱
を
そ
の
ま
ま
使
い
、

実
に
お
洒
落
で
落
ち
着
い
た
図
書
館
で

す
。
完
全
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、
読
書

コ
ー
ナ
ー
も
広
く
、
視
覚
障
害
者
用
の

対
面
音
訳
室
、
子
ど
も
の
絵
本
コ
ー

ナ
ー
、
本

離
れ
が
進

む
中
学
生

を
対
象
と

し
た
コ
ー

ナ
ー
や
、

授
乳
室
、
赤
ち
ゃ
ん
用
カ
ー
ト
等
、
い

ろ
ん
な
立
場
の
方
が
、
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
せ
る
た
め
の
設
備
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
星
と
森
と
絵
本
の
家
は
、
古

民
家
フ
ァ
ン
に
は
た
ま
ら
な
い
内
装
。

子
ど
も
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
る
工
夫

も
随
所
に
施
さ
れ
て
い
て
、
大
人
と
子

ど
も
が
絵
本
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
、
そ
し
て
ゆ
っ
た
り
と

長
い
時
間
を
過
ご
せ
る
施
設
で
し
た
。

両
施
設
に
も
共
通
し
て
い
る
の
が
、

歴
史
的
・
文
化
的
資
産
を
活
用
し
、
現

代
の
文
化
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
て

い
る
こ
と
、
そ
こ
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
、
市
民
の
居
場
所
と
し
て
活

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
堺
も
多
く

の
町
屋
が
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
、
子
育
て
環
境
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
都
市
の
文

化
度
の
象
徴
と
言
え
る
図
書
館
が
、
あ

ま
り
に
貧
弱
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
複
雑
な
方
程
式
の
模
範
解
答
を
、

こ
の
二
つ
の
施
設
に
見
た
思
い
が
し
ま

す
。
し
っ
か
り
と
堺
で
活
か
し
ま
す
。



災害発生時の対応について

大災害に備え、市は多くの事業者と防災協定を

結んでいる。上下水道局も、ライフライン確保

のため、水道事業者と締結しているが、学校敷

地内はこの対象外であることが発覚。「協定の

抜け落ち」と指摘。避難所となる学校の水の確

保は重要。協定の改正と、他に

抜け落ちがないか確認を求めた。

中学校給食の開始に向けて

議員の仕事は、市民の声を市政に届けること。まずは「聞くこと」です。
皆様のご意見、ご不満、お困りごと、何でもお聞かせください。政策立案・市政推進に活用させて頂きます。

ご意見をお寄せください！ FAX： 072-320-0103 Mail： takeshi@fuchigami.info

氏名： 住所： TEL：

※匿名でも結構ですが、ご連絡先をご記入くださいましたら、必ずお返事いたします。

「
議
会
っ
て
い
つ
あ
る
の
？
議
員
は
毎

日
何
し
て
る
の
？
」

よ
く
い
た
だ
く
質
問
で
す
。
議
会
は

年
に
四
回
あ
り
、
各
々
40
日
間
ほ
ど
で

す
。
そ
の
う
ち
、
本
会
議
や
委
員
会
が

あ
る
の
は
一
部
の
日
で
す
が
、
そ
れ
以

外
も
、
そ
こ
で
の
質
問
の
準
備
に
追
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
所
属
す
る
委

員
会
以
外
も
、
私
は
新
人
で
す
し
、
で

き
る
だ
け
傍
聴
し
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。

「
じ
ゃ
あ
、
そ
の
40
日
間
以
外
は
？
」

市
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
を
受
け
た
り
、

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
職
員
と
や
り
取

り
し
た
り
、
現
場
を
見
に
行
っ
た
り
。

視
察
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
土
日

も
色
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
席
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
チ
ラ
シ
を

作
っ
て
配
布
を
し
、
皆
様
に
議
会
報
告

を
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

た
だ
、
こ
う
し
た
仕
事
は
、
議
員
に

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
す
。
「
配
っ
て
い

な
い
チ
ラ
シ
の
印
刷
代
を
、
政
務
活
動

費
で
も
ら
っ
て
い
た
」
な
ん
て
議
員
が

い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
市
民
の
皆
様
に
は
、
こ
う
し
た

チ
ラ
シ
も
含
め
、
議
会
外
の
仕
事
に
も
、

目
を
向
け
て
も
ら
え
た

ら
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
議
員
に
し
っ
か

り
仕
事
を
さ
せ
る
、

第
一
歩
で
す
。

議
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

議
員
の
日
常

外郭団体の優遇を見直し

放課後児童対策事業（学童保育）のうち、のび

のびルーム（65校で展開）の運営は、市の外郭

団体「堺市教育スポーツ振興事業団」との随意

契約。すでに堺っ子くらぶ等、他の事業は、民

間企業も含めた競争入札。のびのびルームも外

郭団体の優遇を見直し、民間参入を認めるべき

だと指摘。市長は見直しを検討すると答弁した。

学童保育の時間延長

のびのびルームは、夏休み中は朝8時半、春・

冬休みは9時スタート。共働き世帯にとって、

これは遅すぎる。校門前で長時間、開門を待つ

子どもの姿も見られる。保育園の登園時間の

データを示し「せめて8時スタート」

と要求。来年度の前倒しに向けて

検討する旨、当局は答弁した。

来年度秋を目途に始まる中学校給食。よりよく

するため、①事業の効果測定時期を決めておく

こと、②利用者の声を吸い上げる仕組みを作る

こと、③事前の情報提供を強化することを求め

た。②は毎月の申込み時（インター

ネット）に、前月の感想を記入で

きるようにすることを提案。
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